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給
油
の
た
め
松
山
空
港
に
着
陸
す
る
４
樵
の
米
軍
ヘ
リ

Ⅱ
狸
日
午
後
Ｏ
時
加
分
ご
ろ
（
橘
健
司
さ
ん
提
供
）

松山空港

在
沖
米
軍
ヘ
リ
４
機
着
陸

「
燃
料
不
足
」
給
油
地
を
変
更
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承 万

証

ロ

酉
Ⅲ
〕
２
頁
目
看
夛
唾
走
涯
に

発
見
現
場
に
あ
っ
た
練
炭

と
こ
ん
ろ
は
被
告
が
事
前

に
用
意
し
た
も
の
と
一
致

Ｉ
と
指
摘
。
目
撃
証
言
な

燃
料
が
足
り
な
く
な
っ

た
と
し
て
米
軍
ヘ
リ
４
機

が
狸
日
午
後
０
時
ｎ
分
、

松
山
空
港
に
昔
陸
、
給
油

し
て
約
３
時
間
後
に
離
陸

し
た
。
同
空
港
を
発
着
す

る
民
間
機
の
ダ
イ
ヤ
に
大

き
な
乱
れ
は
な
か
っ
た
。

防
童
宮
中
国
四
国
防
衛

局
（
広
島
市
）
に
よ
る
と
、

４
機
は
在
沖
縄
米
軍
普
天

間
飛
行
場
所
属
の
「
Ｃ
Ｈ

弱
」
・
同
日
午
前
に
神
奈

川
県
の
米
軍
厚
木
基
地
を

出
発
へ
岩
国
墓
地
（
山
口

星
畠
市
）
で
給
油
し
普

天
間
飛
行
場
へ
戻
る
予
定

だ
っ
た
が
、
向
か
い
風
の

影
響
で
燃
料
が
足
り
な
く

な
っ
た
。
給
油
後
、
午
後

２
時
記
分
に
沖
縄
に
向
け

離
陸
し
た
。

松
山
空
港
事
務
所
に
よ

ｔ
と
ｆ
鳶
壱
１
伝
尭
を

不
適
切
な
関
係
に
あ
っ

た
問
題
で
、
学
校
は
⑫
日

夜
、
保
護
者
説
明
会
を

開
き
、
校
長
が
「
女
子
生

る
と
、
着
陸
す
る
直
前
に

燃
料
切
れ
に
よ
る
着
陸
要

請
が
米
軍
ヘ
リ
か
ら
あ

り
、
許
可
し
た
。
ヘ
リ
は

通
常
の
滑
走
路
に
着
陸
。

同
空
港
航
空
管
制
運
行
情

報
官
に
よ
る
と
４
機
と
も

に
給
油
し
た
。
へ
旦
言
陸

の
た
め
王
副
ｎ
時
半
伊
丹

発
松
山
行
き
全
日
空
便
が

上
空
で
８
分
間
待
機
し

た
。

ヘ
リ
、
言
陸
を
目
撃
し

た
松
山
市
井
門
町
、
鉄
道

模
型
販
売
店
経
営
橘
健

司
さ
ん
（
“
）
に
よ
る
と
、

同
日
午
後
０
時
５
分
ご

ろ
、
空
港
近
く
で
北
西

に
飛
ぶ
４
機
を
発
見
。
一

直
線
に
な
っ
て
海
側
か

ら
滑
走
路
に
着
陸
し
た
と

い
う
。

橘
さ
ん
は
「
松
山
市
上

憲
毛
封
迄
〃
．
ノ
大
Ｋ

申
し
訳
な
い
」
と
陳
謝
し

た
。

同
校
に
よ
る
と
、
哩
日

の
保
護
者
説
明
会
に
ば
約

岩
国
市
議
で
、
米
軍
基

地
を
監
視
す
る
市
民
団
体

「
リ
ム
ピ
ー
ス
」
の
共
同

代
表
田
村
順
玄
氏
は
「
燃

料
切
れ
は
最
も
単
純
な
ミ

ス
。
ず
さ
ん
な
飛
行
計
画

で
飛
ば
れ
て
は
困
る
」
と

し
た
上
で
、
「
松
山
に
善
一

陸
す
る
の
ば
通
常
の
墓
地
一

間
移
動
ル
ー
ト
を
考
え
る
一

と
不
自
然
。
松
山
空
港
の

灘
蕊
総
義
一

指
摘
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｈ
弱
と
同
型
機
を
運

用
す
る
米
海
軍
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
Ｃ
Ｈ
－

空
を
米
軍
機
が
周
回
す

る
の
は
珍
し
く
な
い
が
、

な
ぜ
空
港
に
降
り
る
の

か
」
と
疑
問
に
感
じ
た
が
、

空
港
内
の
消
防
車
が
赤

色
灯
を
回
し
て
お
り
「
エ

マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
（
緊
急

事
態
）
」
と
思
っ
た
と
い

一
つ
○

。
ぼ
ん

齪
一
・
譜
ス
噛
鴎
珊
臘
灘
繍嗣

Ｉ
本

細

記
は
輸
送
用
で
全
長
訂
～

釦
瞬
。
１
９
８
８
年
６
月

に
伊
方
町
の
伊
方
原
発
近

く
の
ミ
カ
ン
山
に
墜
落
し

た
め
教
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
た
い
。
被
害

生
徒
や
不
安
を
感
じ
た

生
徒
の
心
の
ケ
ア
に
も
力

力
信
月
を
耳
’
二
房
言

白い朝養蒋つお城~F
州
洲
Ｊ
松
山
で
８
月
に
積
雪
を
観

’松山で積雪

一
厘
諸
鴎
に
三
帰
力
鴨
唱

（
し
ょ
う
す
い
）
し
て
い

て
病
的
だ
っ
た
」
と
説
明

し
た
と
し
て
い
る
。

保
護
者
か
ら
は
「
教
諭

た
ヘ
リ
も
同
系
統
機
だ
っ

た
。

（
渡
部
聡
弓
、
野
依
伸
彦
、

杉
本
賢
司
）

測
す
る
の
は
２
０
１
０
年

８
月
、
日
眺
辮
麺
、
。
《
か

蕊
にぐし8つ山署｡

Ｂ
Ｏ
Ｏ
古
寺
６
＄
・
ひ
名
刀

は
ま
だ
謹
舜
が
刈
り
や
す

く
、
雲
が
降
る
こ
と
も
あ

，
る
」
と
い
う
。

↓
二
一８

日
と
狸
日
に
は
緊
急

の
生
徒
集
会
も
行
い
、
校

長
が
「
皆
さ
ん
が
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
る
中
、

教
員
が
学
校
の
歴
史
に

泥
を
塗
る
よ
う
な
こ
と
を

し
て
し
ま
い
甲
し
訳
な

い
」
と
謝
っ
た
と
し
て
い

る
。
‐

迄
．
、
や
鯉
竺
．

謹
輻
窪
諏
池
度
な
ど
唖
漁

測
地
点
中
６
地
点
で
最

さ
む
じ
き

も
寒
い
時
期
を
下
回
っ

た
。
最
高
気
温
も
久
万
２

毛
憤
へ
松
山
０
．
４
度
、

舗
鳴
識
鵠
鱒

は

ｊ
，


